
 

 

 

 

    年    組   名前                    

 

１．あなたは、ふだん、どんな魚を食べていますか。魚の種類をあげてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

２．魚屋やスーパーで売られている魚は、どこから仕入れているのでしょうか。 

店員さんに聞いて、調べてみましょう。 

 

 

 

 

 

３．特集ページを読んで、わかったことをまとめてみよう。 

 

①魚にかかわる仕事は、さまざまな職種があります。 

特集ページを参考にしながら、仕事の名前をあげてみましょう。 

 

 

 

 

  

②特集ページの漁業協同組合職員の梶田秀樹（かじた・ひでき）さんのインタビュー記事を読んで、 

考えましょう。 

 

漁師さんはとった魚を、漁業協同組合の市場にとどけます。 

市場では、その魚を誰（だれ）に売るのでしょうか。売った魚は、どこに流通しますか。 

漁師さんがとった魚が、みなさんの家にとどくまでのルートを図に書いてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

調べるワーク① 

海・川の仕事人 

魚の流通について調べてみよう 



 

 

 

    年    組   名前                    

 

特集ページの一本釣り（いっぽんづり）漁師（りょうし）、吉田真一（よしだ・しんいち）さんのインタ

ビュー記事を読んで、まとめてみましょう。 

 

１．一本釣りとは、一本の釣り糸（つりいと）で魚をとる漁法です。漁師の吉田さんは、広い海を泳ぎま

わる回遊魚（かいゆうぎょ）や、深い岩場にすむ魚、やや浅い岩場にすむ魚など、さまざまな魚をとって

います。それぞれの特徴（とくちょう）を一覧表（いちらんひょう）にまとめてみましょう。 

 

魚の種類 魚がすんでいる場所 とる時期や道具・えさの種類 

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

２．インタビューの後半で、吉田さんは、海や仕事に対してのさまざまな思いを語っています。あなたが

印象に残った言葉と、その理由を書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

調べてみよう！ 

 

①魚をとるには、一本釣りのほかにも、さまざまな漁法があります。網（あみ）を使う漁法、縄（なわ） 

を使う漁法など、どんな漁法があるのか。調べてみましょう。 

 

②漁業は魚をとる場所によって、「沿岸（えんがん）漁業」「沖合（おきあい）漁業」「遠洋（えんよう）

漁業」の３つに分類されます。それぞれの特徴（とくちょう）を調べてみましょう。 

 

調べるワーク② 

海・川の仕事人 

漁師さんの仕事について調べてみよう 



 

 

    年    組   名前                  

 

特集ページの養殖業（ようしょくぎょう）大西光（おおにし・ひかる）さんのインタビュー記事を読んで、

まとめてみましょう。 

 

１．マダイの養殖（ようしょく）に適した環境とは、どんな環境ですか？ 

 

 

 

 

２．マダイの稚魚（ちぎょ）は、どれぐらいの大きさになるまで育てますか？ 

 

 

 

 

３．マダイを健康でストレスなく育てるために大切なことは何ですか？ 

 

 

 

 

 

４．最新のＩＣＴ技術（情報通信技術）を活用して、どんなことができるようになりましたか？ 

 

 

 

 

 

調べてみよう！ 

 

①国内のマダイの生産量は、養殖（ようしょく）したものと天然のもの、どちらが多いでしょうか。 

その比率を調べてみよう。 

 

 

②マダイ以外に日本で養殖（ようしょく）する魚には、どんな種類がありますか。調べてみよう。 

また、なぜ、魚はとるだけではなく、養殖（ようしょく）するのですか。その理由を考えてみよう。 

 

調べるワーク③ 

海・川の仕事人 

魚の養殖（ようしょく）について調べてみよう 



 

 

 

    年    組   名前                  

 

特集ページの海洋環境（かいようかんきょう）専門家、木村尚（きむら・ひさし）さんのインタビュー記

事を読んでまとめてみましょう。 

 

１．東京湾（とうきょうわん）が、魚が住みづらい、汚（よご）れた海になってしまった理由は何ですか。 

 

 

 

 

２．木村さんは、海の環境（かんきょう）をよくするために、アマモなどの海草を植える活動をしていま 

す。海草は、海をきれいにしたり、生き物が住みやすい環境（かんきょう）をつくるそうです。 

それは、具体的には、どういうことでしょうか。 

 

 

 

 

３．木村さんは、仲間と設立した新しい会社で、海の環境（かんきょう）を調査する仕事をしていました。

でも、40 歳（さい）のときにその会社をやめて、海をよくする活動をはじめました。 

それはなぜでしょうか。 

 

 

 

 

 

調べてみよう！ 

 

①木村さんが、海の環境（かんきょう）をよくするために植えているアマモについて調べてみよう。 

 

 ・アマモはどんな海草ですか。 

 ・アマモはどんなところに生えていますか。 

 ・アマモには、どんな機能（きのう）や役割（やくわり）がありますか。 

 

 

②海の環境（かんきょう）をよくする活動には、アマモを植える以外に、どんな活動がありますか。 

  みんなで考えてみよう。 

 

調べるワーク④ 

海・川の仕事人 

海の環境（かんきょう）をよくするためには？ 



 

 

 

 

    年    組   名前                  

 

１．あなたは将来（しょうらい）、どんな仕事をしたいですか。仕事の名前や内容を書いてください。 

 

 

２．あなたが、その仕事をしたい理由はなんですか。あてはまるものに、○をつけましょう。 

 

１）かっこいいから 

２）おもしろそうだから 

３）人の役に立つから 

４）好きなことだから 

５）自分にあっていると思うから 

６）家族の仕事を継（つ）ぎたいから 

５）ほかにも、理由があれば書いてください。 

（                                      ） 

 

３．特集ページのシラス漁師・岩崎晃次さんのインタビュー記事を読んでまとめてみましょう。 

 

①岩崎さんは、なぜ、漁師になりましたか。 

 

 

 

②岩崎さんにとって、仕事のやりがいは何ですか。 

 

 

 

 

③岩崎さんはインタビューの最後に、「自分にとって『いい仕事』は、見つけるのではなく、自分の力

でつくるものです」と言っています。それは、どういう意味だと思いますか。 

 

 

 

 

④あなたにとって「いい仕事」とは何でしょうか。自分なりの言葉で表現してみましょう。 

 

 

 

調べるワーク⑤ 

海・川の仕事人 

働くことや仕事について考えよう 


